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鮮分割政策も考えたが、結局、清国との妥協的・合理的な方針を選択した。ベンジ工事件に関する報

告の詳細は、 1885年5月 8月にわたる英露関の対アジアの戦略の詳細ともなり、日本政府の対朝鮮方

針が転換した時期に、欧州大国のアジア戦略の現状についての情報提供という役割を果たした。

最後の第4章では、フツレガリアの変革に関して、毛筆て、書かれた未刊史料である花房公使の報告書の

分析を主として、その歴史的背景を論じる。アフガニスタンをめぐる英露対立が大いに反映された東

方問題によって、また、 1885年9月にブ、ルガリアと東ノレーメリアの統合が唱えられたことによって、バ

ルカン半島における情勢が悪化する中、欧州列強国の変化していく態度を観察していた日本公使花房

は、東ルーメリアをめぐる危機に関するコンスタンチノープル会議の際のロシアとイギリスの優柔不

断な態度を明らかにした。そして、花房はブルガリアと戦ったセルピアが敗北に直面していた際に、

ブルガリアに対してオーストリアが戦争介入宣言によって脅迫したことに着目し、こうしたオースト

リアの行動は、三帝同盟の基本的な原理を揺るがす悪質な行動であると論じた。また、花房は東欧の

行政・憲法の詳細な仕組みを紹介し、さらにロシアの政治体制、行政制度などが紹介したことが明ら

かになった。東ノレーメリアの憲法は花房が提供した情報によると、欠点が多く、立法権は権限があり

すぎ執行権は弱い、その他政府の組織が複雑過ぎ、役職人員が多過ぎる ことなどを取り 上げ、新小国に

は適切ではない制度であると紹介した。こうした情報は大国による小領土併合プロセスに関心を寄せ

ていた日本政府にとっで有益なものであった。

(5)本稿のま左めと今後の課題

若いころに欧米留学を経験し、キャ リアの繋明期に樺太千島交換条約、マリ アノレース号事件の解決

に携わり、朝鮮における開港問題などを成功させた花房は、日本の抱えた外交問題を内政面からも理

解し、無論、中近東における英露関、英仏聞の対立が東アジア地主主に強し、影響を及ぼしていること を

認識していた。さらに、彼は朝鮮問題などを武力解決するという考えを持っており、大陸政策におけ

る強硬論者の一人であったことが明らかとなった。かつて、第一次訪露の任務完了後、帰国する際、

花房は極東政略や対ロシア戦略などについての情報収集をイギリス、アメリカで行い、第二次訪露

(J883年一1886年) の際にも、イギリスとロシアを中心に大国の外交方針に関する情報収集を日本政

府のために行い、それは彼の外交官としての任務の中軸となる。花房は、朝鮮側との開港問題、日露

領土問題などで最高レベルの国交交渉などにかかわり、外交官としての経験を積むにつれ、その情報

収集の「特技」を磨いた。それは、国家の公式見解や世論のバロメータとなるマスコミが記載する情

報の活用や、出来事の関係者である外交高官などあらゆる情報源からの情報収集能力であった。

第二次訪露にあったて、イギリスとロシアの対アジア戦略、 三帝同盟の戦略と露・填摩擦などを観

察した花房には特命全権公使の役割を通して、欧州大国の外交の現場にもう一度携わるチャンスが訪

れた。 1880年代の三帝同盟の存在は、英露紛争の際、イギリスの勢いを抑制する要因、平和維持の保

障の要因であったため、バルカンをめぐる露 ・壊摩擦の際に三帝同盟を充分に機能させることができ

ないというジレンマがロシアには存在した。しかし、 1880-1890年代にロシアは同盟形成の巧みな政

策などによって国際情勢における影響力を強化していき、それは極東におけるロシアの積極的な政策

に繋がってし、く。 1880年一1890年代には日本のロシアとの良好な関係は徐々に変化した。極東に積極

的に進出したロシアは敵となる可能性を持つ国家となり、日清戦争の時代を経た日本は対清国・対朝

鮮政策に関して大国の態度にかなり依存しており、常に大国と同盟を組む必要性が高まった。よって、

長年にわたるロシアとイギリスの敵対関係も考慮に入れた日本は、 1900年代にイギリスとの同盟成立

という方針を選択した。 1886年に帰朝した花房義質は外交界から離れたが、しかし、国際関係の変動

をロシアの現場から花房が観察し、獲得した情報は、その後日本政府が内閣制度成立、条約改正交渉、

朝鮮進出政策、日英同盟成立などを展開してし、く過程の中で有益なものであり、花房を明治期の有能

な外交官として評価したい。

本稿では日本の外交政策、内政の両面にとって有益となる花房の情報収集の意義を明らかにした。

本稿で充分に検討できなかった花房義質の第二次訪露時代の大量の 日記や書簡の分析は、 別稿で準備

する。また、花房義質の第二次訪露時代の日 露関係、ロシアの対朝鮮政策、朝鮮問題な どの検討も今

後の検討課題になるだろう。

Maltseva Svetlanaの「駐露時代(1883ー 1886年)の花房義質Jは、日本外交の繁明期に

活躍した外交官花房義質(はなぶさよ しもと、 1842-1917)について、時期を特命全権公使としてロシ

アに駐在した 1883年一 1886年に限定して、花房の外交活動を分析した論文である。

筆者が先行研究の検討(第 1重量)によって明らかにしているように、花房義質研究は、花房が朝鮮

に駐在していた時期に集中しており 、対朝鮮問題の観点から研究されることが多かった(と はいえ、

それほど多数の研究があるわけではない) 0 また、ロシアとの関係では、 千島樺太交換条約交渉での

活輝、駐館時代の条約改正交渉での活動について、わずかな研究が存在するだけである。このように、

花房義質は、日本外交の基礎を謹IJった一人として重要な役割を果たしてきたが、未だ充分に研究され

ているわけではない。とりわけ、花房が駐露公使として日本政府に提出した報告審は手つかずのまま

であった。と いうのは、これらの報告書は、中央アジア問題やバルカン問題に関するものであり、日

本外交研究者にとっては荷の重いものだったからである。

筆者は、花房研究の空白を埋めるために、駐露公使として花房が 日本政府に提出した報告番の解読

・分析に果敢に取り組んだ。 これらの報告番は、癖のある毛築で書かれており、日本人でも読みにく

いものであるが、宝聖者は根気強く解読し、活字民おこした。活字化された報告書喜はすべて本論文の付

録として全文収録されている。英露対立をiIi由とする各国間の対立構図を詳説したこれらの報告書は、

東アジアにおいて日本がロシアと利害が対立するようになった時、 日本外交の進路決定に、大きな示

唆を与えた、と考えられるものである。

本論文は、駐露公使として花房義質が日本政府に提出した報告書に関する初の本格的研究と して、

花房研究の空白を埋めるだけでなく、史料提供という点でも、これからの花房研究に大きく寄与する

ものである。

筆者は、第 2意 r1 8 8 4年中央アジアのメルフ地方とロシアへの併合に関する花房義質の報告書事」

では花房の報告書「メルブ地方のロシア帝国併合の件」を、第 3意 r1 8 8 5年ペンジェ事件に関す

る花房義質の報告書」では明治 18年 5月から 8月にかけて花房が日本政府に提出した六つの報告著書

を、紹介し分析した。その際筆者は、この報告書事に添付された「コマロフ中将の電文写」や「コマロ

フ中将報告」のロシア語原文を入手し、翻訳が正確であること、従って花房の情報が正確であること

を、明らかにした。また、花房が報告書で言及している rThePall Mall GazetteJなどの新聞をも入

手して、花房の報告書の裏付けを行った。このよ うに花房の情報源にまで遡って花房の報告書を分析

しようとする筆者の研究態度は、真撃で、非常に高く評価できる。

第2章・第3章の分析を通じて筆者は、現在進行形で展開する中央アジアにおけるロ シア とイギリ

スの対立を玉確かつ克明に報告した花房が優れた情報収集能力と外交的分析カをもっていたことを、

明らかにした。

このような筆者の研究態度は、ブルガリアと東ノレーメリアの統合をめぐるバルカン問題に関する花

房の六つの報告書を紹介し分析 した第4章 r1 88 5年一 1886年のバルカン問題に関する花房義

質の報告書Jにおいても、 一貫している。

筆者は、日本外交の研究者が手に負えない、中央アジアやノ〈ルカン半島という研究領域で、今まで

誰も研究することがなかった花房義質の報告書を初めて活字におこして紹介し、花房が活用した情報

源のロシア語原文や当時の新聞記事までも入手・活用して、独自の分析を加え、花房の優れた情報収

集能力と外交的分析力を明らかにした。

以上述べたよう に、本論文は、駐露公使花房義質が日本政府に提出した中央アジアやノ号ルカン問題

に関する報告書を初めて研究した業績である。本論文は、日本外交の禦明期に活躍した花房義質につ

いて、その研究の空白を埋めると同時に明治外交の空白をも埋める、非常に優れた論文である。

また、 本論文はりっぱな日本語で番かれており、筆者が癖のある毛筆の報告書を読み解いたこ とと

合わせて、 筆者の 日本語運用能力が非常に高いこ とが、窺われる。

さらに、本論文には、駐館時代の花房義質の活動年表が添付されているが、これは、筆者が、駐館

時代の日誌などを読み解いて、花房の日々の行動を復元したものである。この根気強く克明な作業は、
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